
【
令
和
元
年
度
の
新
体
制
】

令
和
元
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

当
研
究
所
所
長
の
今
村
友

彦
が
県
り
ん
ご
果
樹
課
長

に
、
ま
た
、
研
究
管
理
監
の

櫛
田
俊
明
が
３
月
末
日
で
定

年
退
職
し
た
の
に
伴
い
、
福

士
（
所
長
）
、
工
藤
（
研
究

管
理
監
）
の
体
制
で
運
営
に

当
た
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
部
間
で
の
異

動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
裏
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
り
ん
ご
研

究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
研
究
者
紹
介
」
（
左
側
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
も
合
わ
せ
て

御

覧

く

だ

さ
い
。

【
生
産
技
術
研
修
会
】

第
２
回
り
ん
ご
等
果
樹
生

産
技
術
研
修
会
が
、
黒
石
で

６
月

日
、
五
戸
で

日
に

12

13

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
黒
石
会
場
で
は
、

た
く
さ
ん
の
関
係
者
（
約
70

名
）
が
出
席
し
、
高
品
質
り

ん
ご
生
産
に
欠
か
せ
な
い
摘

果
作
業
を
行
う
際
の
留
意
点

や
、
本
年
の
高
温
・
少
雨
に

よ
る
土
壌
乾
燥
は
樹
の
生
育

や
果
実
肥
大
を
抑
制
し
た

り
、
翌
年
の
花
芽
の
形
成
に

悪
影
響
が
あ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
か
ん
水
や
草

刈
り
に
よ
る
土
壌
水
分
の
保

持
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。

ま
た
、
今
年
は
黒
星
病
の

発
生
は
少
な
く
推
移
し
て
い

る
も
の
の
、
来
年
の
伝
染
源

に
な
る
、
発
病
し
た
葉
や
果

実
の
摘
み
取
り
を
す
る
こ
と

や
、
今
後
の
防
除
対
策
に
使

用
す
る
防
除
薬
剤
の
選
択
等

に
つ
い
て
、
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、「
７

月
初
め
」
以
降
か
ら
使
用
す

る
防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
、

生
産
情
報
等
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
薬
剤
散
布
時
に
は
、

葉
の
表
裏
に
薬
液
が
し
っ
か

り
と
か
か
る
よ
う
に
、
丁
寧

に
行
っ
て
下
さ
い
。

【
お
う
と
う｢

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト｣

普
及
促
進
研
究
会
研
修
会
】

６
月

日
、
す
が
す
が
し

20

い
晴
天
の
も
と
、
南
部
町
に

あ
る
蹴
揚
氏
の
お
う
と
う
園

に
て
‘
令
和
元
年
度
第
１
回

お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

生
産
技
術
研
修
会
’
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
、

お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

普
及
促
進
研
究
会
、
お
う
と

う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
協
議
会
、
三
八

地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産

部
と
共
同
で
の
開
催
で
し

た
。「

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
プ
レ

デ
ビ
ュ
ー
の
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
多
く
の
報
道
陣
が
駆
け

つ
け
、
参
加
者
は
約

人
と

90

な
り
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
利
用
し

た
適
期
収
穫
の
説
明
、
現
地

の
状
況
報
告
、
適
正
管
理
樹

の
生
育
確
認
、
出
荷
規
格
の

目
揃
い
会
、
情
報
提
供
及
び

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
専
用
カ

ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
来
場
者
の

関
心
も
高
く
、
直
接
果
実
を

当
て
て
使
い
方
を
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

り
ん
ご
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
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令和元年度 りんご研究所職員

※ 非常勤職員は割愛
赤字：変更

○ 研究職
所長 福士好文(県南果樹部）
研究管理監 工藤 智(栽培部)

【栽培部】
部長(総括研管) 福田典明（食安課）
副部長 後藤 聡
研究管理員 菊池一郎
主任研究員 葛西 智
主任研究員 澤田 歩
研究員 小林 達

【品種開発部】
部長(総括研管) 初山慶道
副部長 工藤 剛
研究管理員 坂本康純
主任研究員 田沢純子(昇任)
研究員 工藤 悠

【病虫部】
部長(総括研管) 木村佳子
副部長 赤平知也
研究管理員 石栗陽一
研究員 花岡朋絵
研究員 平山和幸
研究員 十川聡子
研究員 小笠原南美(新採用)

【県南果樹部】
部長 内藤 誠(昇任)
副部長 土嶺康憲
主任研究員 山道和子
主任研究員 對馬千佳子
研究員 上原子毅(上北県民局)
研究員 川口佳則
研究員 菊谷 伸
研究専門員 荒井茂充(ハーフ、病虫部)
研究専門員 村井智子(ハーフ)

○ 事務職
【黒石】
主幹 石澤 剛(団経改課)
主事 旦代貴久(農林総研本務）

【県南果樹部】
主幹 佐伯英治(内水研)

○ 現業職
【黒石（藤崎を含む）】
技能技師 鈴木明彦
技能技師 成田岩男
技能技師 境 龍児
技能技師 平山 崇
技能技師 木村 賢
技能技師 駒井裕浩

【県南果樹部】
技能技師 山野芳朋
技能技師 斉藤俊介(藤坂稲作部)
技能技師 平野 敬

○ 転出者 三橋伊久也（農総研)
谷川育子(三八県民局)

【
り
ん
ご
園
の
Ｉ
Ｔ
化
を
目

指
し
て
】

和
同
産
業(

株)

が
開
発
中

の
自
立
式
無
人
草
刈
機
（
ロ

ボ
ッ
ト
草
刈
機
）
の
実
証
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

草
刈
り
を
し
た
い
園
地
周

縁
部
に
エ
リ
ア
ワ
イ
ヤ
ー
を

設
置
す
る
と
、
そ
の
エ
リ
ア

内
を
ラ
ン
ダ
ム
に
草
刈
り
を

し
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
で
走

行
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
残
量
が

少
な
く
な
る
と
、
ロ
ボ
ッ
ト

掃
除
機
「
ル
ン
バ
」
の
よ
う

に
自
動
で
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
戻
り
、
充
電
が
完
了
す

る
と
再
び
自
動
で
草
刈
り
作

業
を
す
る
も
の
で
す
。

９
月
５
、
６
日
の
参
観
デ

ー
の
ほ
場
案
内
ツ
ア
ー
で
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

【
研
究
風
景
】

○
品
種
開
発
部
で
は

り
ん
ご
研
究
所
で
育
成

試
験
中
の
系
統
や
、
県

内
外
で
近
年
品
種
登
録

さ
れ
た
品
種
な
ど
、
様

々
な
り
ん
ご
の
糖
度
や

酸
度
、
貯
蔵
性
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
通
常
の
り
ん
ご
が

あ
ま
り
出
回
ら
な
い
よ

う
な
６
～
７
月
に
も
、

様
々
な
品
種
の
普
通
冷

蔵
や

貯
蔵
に
よ
る
品

CA

質
保
持
状
況
を
み
る
た

め
に
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

バックナンバーはりんご研ＨＰで

【
新
採
用
者
紹
介
】

○
病
虫
部
研
究
員
：
⼩
笠
原
南
美
（
お
が

さ
わ
ら
み
な
み
）
担
当
業
務
：
害
虫
の
発

生
予
察
に
関
す
る
調
査
や
新
農
薬
の
試
験

等
、
得
意
分
野
：
大
学
で
は
蔬
菜
花
卉
園

芸
学
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
私
生
活
で
は

御
朱
印
集
め
が
好
き
で
す
。
自
己

：
３

PR

年
間
、
岩
手
県
の
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
で

担
い
手
育
成
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
き
ま

し
た
。
り
ん
ご
関
係
の
仕
事
は
初
め
て
で

す
が
、
青
森
県
の
農
業
振
興
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、

一
生
懸
命

頑
張
り
ま

す
。
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